
国連難民高等弁務官事務所（ＵＮＨＣＲ）との
グローバルパートーシップについて

株式会社ファーストリテイリング
グループ執行役員
新田幸弘



世界を良い方向に変えていく

ファーストリテイリンググループが目指すのは、“服のもつチカラ”で

社会や人々の生活を豊かにしていくこと。

世界中のあらゆる人々に、良い服を着る喜び、幸せ、満足を

提供することによって「世界を良い方向に変えていく」。

それが私たちの目指すCSRです。

ファーストリテイリングのＣＳＲミッション



ファーストリテイリングと難民支援

2006年 ユニクロ「全商品リサイクル活動」を通じた難民への
衣料支援を開始（2010年にジーユーでも回収開始）

• ＵＮＨＣＲを通じ世界37カ国・地域の難民・避難民に
1000万点超を寄贈（2015年4月時点）

• 現在、世界16カ国・地域で回収を実施

2011年 ＵＮＨＣＲとの間でアジア企業初の
グローバルパートナーシップを締結

自社の持つあらゆるリソースを最大限活用し、
世界の難民問題の包括的な解決に

寄与することを目指す



衣料支援 自立支援 啓発活動

難民支援の4つの柱

事業活動との連動

緊急支援

商品を通じて
店舗・生産ノウハウを

通じ
売上を通じ 従業員を通じ

・店舗での難民雇用
・難民女性とコラボした
チャリティ商品の販売
・ネパール、イラン、
マレーシアでの自立支援

・ソマリア危機200万ド
ル寄付（2012年）
・シリア人道支援100
万ドル寄付（2013年）

・従業員による出張授
業を2016年度は小
中高266校で実施。

・2006年より「全商品リ
サイクル活動」を通じ
59の国と地域に
1,632万着を全世界の
難民・避難民に届ける
・「1,000万着のHELPプ
ロジェクト」
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1,000万着のHELPプロジェクト

1,000万着の服を全世界の難民・避難民に届ける
プロジェクトを2015年10月より開始
2016年5月8日付で目標1000万着を上回る
1,037万着の衣料回収を達成

• 海外16拠点グループ全従業員を巻き込んだ活動

• お取引先企業 111社、845拠点

• 大学団体、大学 28大学

• ボーイスカウト日本連盟 165団

• 店舗近隣の地域団体 455団体

衣料支援

緊急支援



難民問題の包括的な解決に寄与するため、UNHCRを通じ
2016年から3年間で総額1,000万ドルの支援を決定そのうち、550万ドルを
自立支援活動に充てる

自立支援の拡充

イラン

ロヒンギャ難民や都心部
の難民約1,300名

アフガニスタン難民
約２０００名

・識字教育ＰＪ
・祖国で培った手工芸品の技
術を伝承、収入創出するＰＪ
・少額の起業家育成推進
プログラム

・縫製スキル、コンピュー
ター
をはじめ５０以上の職種の
トレーニングプログラム
・在宅起業サポート

自立支援

緊急支援

マレーシア ネパール

・職業訓練、収入創出
プログラムの実施

ブータン難民とカトマンズ
市内の難民１６０名
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・難民の生活再建と自立の基盤となる就労機会を提供

・2011年より国内ユニクロ店舗で難民インターンシッププログラムをスタート
現在19名が東京近郊の店舗で勤務。うち、２名が地域正社員として活躍
日本語習得支援やキャリア面談、日本社会への定着のサポートを実施

・今後、国内外のユニクロ店舗で約100名の雇用を目指す
ダイバーシティの実現、人材戦略としての難民雇用促進

難民雇用の拡大 自立支援



世界を良い方向に変えていく


